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講師 朝 山 邦 輔
今回の全体講義の趣旨にそうという意味ですでに確立された , まとまった話ではなく,
朝山先生が今一番興味をもっておられる事について,最近の実験を中心に話をされた｡
午前中は, a及び PMn (PMnを中心)の話と,旦A Coの正の内部磁場についての
話があった｡午後は午前中の講義をふまえての ｢議論｣が行なわれた｡講義の主旨は以
下の通 りである｡


















験がなされ, para状態ですべての siteが 2.5FLtiの磁気モーメントを持つなどの興味
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朝山邦輔
ある結果が得られている｡ αMnに不純物を入れていったとき, 4つある site のうち
どの site-入るかがNMR によってある程度分かってきている｡
PdFe, Pd Co一 PtFe' PtC｡ などはGiantMomentAlloyとして知られ
ている｡これらの内でPdC｡だけが正の内部磁場をもち,他は負の内部磁場をもって
いる｡ 四重極分裂によるものと思われる巾 (50M Mz)が観測されたので,軌道角運動
量が残っていてこれが内部磁場に正に効いているのであろうと推定される｡
午後は次のようなことが議論された｡① PMnのweakA.F.について'Tl の温度
変化から引き出される情報 (T<TNでのM (T)など) ⑦Rh1-x PdxC｡系'Pox
Cu1-xC｡系,NbxM｡1-XFe系での環境効果 (NMRの実験 とJaccarinoの理論 と比
較 して)⑬M｡XRpl-XC｡系のふるまいなど｡
文責 飯 田
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